【受賞理由】
第35回濱田青陵賞選考委員会は、令和5年5月28日に開催され、厳正な審査の結果、九州大学大学院人文科学研究院准教授の辻田淳一郎氏に決定した。
　辻田淳一郎氏は、1996年に九州大学文学部史学科を卒業後、同大学院比較社会文化研究科に進学。2001年に同博士後期課程を退学し、福岡県教育庁の文化財専門職として勤務した後、2003年に九州大学大学院人文科学研究院専任講師に採用され、2008年より同准教授を務めている。この間、2003年に九州大学より博士学位を取得している。

　辻田氏の主要な研究成果は、弥生時代・古墳時代の遺跡から多く出土する銅鏡の型式、製作技術、流通状況の精緻な実証的分析に基づいて、日本古代国家の形成過程を列島内の地域関係と東アジア史という複眼的視点から体系的に叙述したことである。その内容は、『鏡と初期ヤマト政権』（2007年、すいれん舎）、『同型鏡と倭の五王の時代』（2018年、同成社）、『鏡の古代史』（2019年、角川選書）などの著作で公表されている。日本考古学の銅鏡研究は百年以上の重厚な研究史を持っているが、徹底的な資料分析と最新の発掘調査成果を結合させて、研究の地平をさらに大きく切り開いたことが高く評価できる。

　辻田氏は、弥生時代中期から古墳時代終末までの千年近い時期の銅鏡資料を検討し、その流通や授受の形態において、3世紀の古墳時代開始期前後と、5世紀の古墳時代中期に大きな変化があり、その変化をもたらした歴史背景が存在することを明快に指摘する。

　前者は古墳時代成立過程の問題であり、そこでは主に中国鏡の流入・流通形態が北部九州を窓口としていた弥生時代のあり方から、古墳時代初頭前後を境として近畿地域を流入・流通の中核とする形へと変化したことを論じる。その中で、各種中国鏡・三角縁神獣鏡・倭製鏡の位置づけについて検討し、ヤマト政権成立期の地域関係や階層関係を多種多様な銅鏡から読み取るアプローチを実践して見せた。

　辻田氏の独創性が最も発揮されているのが、後者、つまり古墳時代中期の「倭の五王」の時代に起こったとみられる新たな中国鏡の流入とその歴史的意義についての分析である。古墳時代前期の三角縁神獣鏡などの研究が比較的早くから進んだのに対して、「踏返し」の技法で製作された「同型鏡群」と呼ばれる古墳時代中期以降の銅鏡については、本格的な研究がまだ十分ではなく、日本考古学の大きな課題の一つであった。

　辻田氏は、朝鮮半島出土例を含む130面以上の同型鏡群の悉皆的な調査分析を進め、従来製作地について議論がある同型鏡群について、鈕孔形態などの技術的特徴からみて、5世紀中頃の中国南朝で製作されて、倭王に贈られた銅鏡であると論じた。そして、それを入手した倭国の側では、同型鏡群を上位とし、中・小型の倭製鏡を下位とする形で新たな鏡の序列が形成されたこと、さらに倭国内では、文献史料からうかがえる「人制（ひとせい）」のような形で列島各地から大王のもとに仕えた「個人」に対して銅鏡の贈与が行われるようになったととらえて、同型鏡群が王権の地域把握に深く組み込まれた政治的な器物であったことを主張した。また、6世紀中頃から7世紀にかけて、国家形成が大きく進展するあり方について、自身のフィールドでもある北部九州地域の古墳時代遺跡の調査・研究などを通して、検討を進めている。

　さきに示した著作においては、銅鏡そのものだけでなく出土遺跡についても詳細な考古学的検討を行い、さらに文献史学や人類学・社会学の成果、世界の他地域との比較検討などを加えながら、東アジア史的な観点で日本列島の古代国家形成過程が展望されている。　

このように、辻田氏は、銅鏡を出発点としながらも、多様な考古学的成果と隣接諸分野の成果を統合しながら、広い視野と問題意識で古代国家形成史研究を牽引していく豊かな将来性を有している。よって、ここに第35回濱田青陵賞受賞者として選考するものである。
第35回濱田青陵賞選考委員長　小林 達雄
